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＜病棟連絡事項＞
・Aユニットのテレビ室は使用不可となっています。患者様に周知していきましょう。
・7/28（木）看護管理当直　赤坂SGM→佐藤AOMへ変更となっています。
・薬局より、お盆期間中の定期薬処方についてお知らせが来ているので

　診察時、処方漏れの無いようにしましょう。
・スタッフ用のゴーグルが届いている為、各自使用して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・河村　哲久様～頭痛時カロナール200mg 10回分処方。
・船田　泰子様～ハップスター1包処方。
＜ベッドコントロール＞
・山本　嗣教様～西A→東合併症室

・柳町　信之様～東病棟B→西B　26号室

＜要注目患者様検討＞
・高柳　和子様～奇異行為あるも過度では無く、他者トラブルもありません。
　　　　　　　　引き続き精神状態の観察を行い、必要時は頓服薬の使用を促しましょう。
・小栗　健太郎様～詰所へ張り付き不満等を訴える様子あるも過度ではありません。
　　　　　　　引き続き精神状態の観察を行うと共に、衝動的な行動に注意しましょう。
・柳町　信之様～病棟オリエンテーション理解良好で不安感の訴えはありません。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・本田　未来様～特定男性患者様の気持ちが沈んでいる際に話しを傾聴することで自分の気持ちも引っ張られてしまうと訴える。また、自分をさらけ出すことが嫌で、いい子にしなければならないと思ってしまう等とも訴えている。
処方変更はなく、主治医より退院先として自宅ではなくGHが良いのではないかとスタッフへ提案あり。
・川崎　隆志様～本人より退院に関する訴えあり。主治医からは取り壊す事になった家には帰れないこと、施設への入所が決まるまで待つよう伝えられている。処方変更はない。
・村舘　ミネ様～下肢の腫瘍について、処置をする際に痛みを伴うと訴えるが「延命だと思って」我慢していると話されている。処方変更はない。
・澤田　真理様～他患者のお菓子がないことを主治医へ話している。主治医より他者より自身のことを考えるよう伝えられている。採血の結果からプロラクチン値が高いが経過観察の指示あり、本人にも説明している。また、伝えたいことはコンパクトにまとめるよう指導されている。処方変更はない。
・飯岡　未来様～「小論文を書いてきました」と言い主治医へノートを渡しているが、内容は物の値段を書いており「家計簿です」と話している。不調の訴えは聞かれず、処方変更もない。
・沼田　ゆき子様～主治医へ他者から貰った花を「あげます」と言い渡している。
以前の他者トラブルについては「私が悪かった、言葉遣いが、ごめんなさい」と話す。主治医より他者とうまく距離をとるように指導されている。退院先についてあかしや寮は拒否的であり、しんぼりに入る等と訴えているが説明には了承されている。処方変更はない。
・佐々木　紀子様～体調を尋ねられると腹痛を訴え「心因的なものかな、今の問題がつらい」と話している。
退院については「弟が考えてくれています」と話し、主治医からは退院後、服薬の自己調整をしないよう入院中から服薬自己管理をするよう説明されている。本人も「カレンダーが欲しいです」と話し、自己管理については拒否なし。
近日中に自己管理を開始するよう指示あり。また、退院後の通院先として主治医より市民病院へ紹介状を書くとの情報あり。
・鳴瀬　裕之様～主治医の問いかけに笑いながら返答している。不調の訴えもなく
処方変更もなし。
・中村　聡様～先日他者に言い寄られた件については「大丈夫でした」と話す。
先週、先々週、保佐人に5～6枚ほど手紙を送ったと話しており、主治医より枚数が多い為、伝えたいことをまとめて送るように指導されている。処方変更はない。
・佐々木　章洋様～体重について「食べた分600ｇとか増えると気になります、ダメな事しているみたいに思います」と話している。
また主治医より現在のカロリー制限を続けると1～2ヶ月で減量することを伝えられると、“1～2ヶ月”という言葉に反応し本人より「退院もそのくらいかかりますか？」と質問している。
主治医より退院と体重のことは関係ないこと、なぜそのような思考になったのか過程を詳しく説明できるよう指導されている。
本人より眠剤を増やして欲しいと希望あるも、現在の処方以外だと依存性の高い薬剤になるため変更はしないことを説明され渋々了承されている。処方変更なし。
＜コロナウイルス感染対策＞
・業務中はフェイスシールドを必ず装着する。
・ゾーニングの際には他の患者様との接触を確実に避ける。
・オムツ交換などの体に触れる距離感での接触の際には必ずPPEを用いる。
・発生した部屋が大部屋である際には陽性者の使用部分などは徹底し消毒をする。
（0.05％次亜塩素酸ナトリウムまたは70％以上のアルコールにて消毒を行う。）
・どの居室にて陽性者が出てもいいよう、イメージトレーニングを行う。
・陽性者が出たら隔絶対応とし、陽性者のみの部屋をつくる。
・濃厚接触者の部屋（イエローゾーン・グリーンゾーン）をつくり、陽性者と同じ感染症対策を実施する。
・コロナウイルス発生時はゾーニング等、他スタッフや管理者と相談し合いながら安全に実施する。
＜転入患者様情報＞　　　※転入サマリー参照。[image: image1.emf]　（65  歳）
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最終入浴日（令和4年7月　日）

生活自己管理状況

備考

買物

退院計画

（家族受け入れ状況）

24時間見守り可能な施設入所（GH）

現在の処置

左眼ﾍﾞｶﾞﾓｯｸｽ・リンデロン点眼6回/日（起床時、毎食後、15時、20時）、なくなったら中止

→鹿内眼科7/6で終診。

ADL

備考

・生保受給中。

・障害年金2級。

・精神障害者手帳2級。自立支援医療受給中。

→書類や手帳等は本人宅にあり。乱雑で兄様は探せていない。依頼する事はできます。自宅鍵は紛失、

鍵がかけられない窓がありそこから出入りしていたそう（本人談）。

・緊急時：救急搬送

最終排便（令和4年7月   日）

精神症状 統合失調症残遺欠陥状態、人格水準の低下、現実検討能力の低下

問題行動 時折帰宅したくなる様子（口頭上否定しますが、ドアが開くか確認する事がある）

処遇制限 なし

常食常菜、ヨーグルト。各食全量摂取、自立

なし。自歯も無い為、嚥下は注意必要。

入院年月日 令和3年4月28日　（3回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　統合失調症  身体合併症　：　なし

転棟サマリー

（東病棟Bユニット→西病棟Bユニット）

転出日：R3年　7月23日

患者様氏名 柳町 信之  　様  担当主治医　：　金　泰徳

時折便失禁有り。汚染した衣類やリネンをそのままにしておくことあり、介入必要。

　CSセット：B-②  

 

なし

一部介助（リハパン使用）

一部介助。洗身不十分なところは介助

23：00～24：00頃より徘徊する事が多い

差し入れのみ→入院後ありません


